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誤植・訂正・加筆

誤植訂正に加え，読者からの質問を反映した説明の修正や加筆も以下に挙げる．

• p. 16：9行目：赤字の箇所に +を挿入.

detF · tr U = {(ḟ11f22 − f12ḟ21)+(f11ḟ22 − ḟ12f21)}

• p. 17：8行目：sで微分すると 7−→ uで微分すると

• p. 20：4行目：問 1.6を問 1.3.4に.

• p. 36：11行目：u1 曲線は平行円，u2 曲線は子午線 7−→ u1 曲線は子午線（経線），u2 曲線

は平行円（緯線）

• p. 37 下から 7行目: 定義を以下のように修正する（接平面と接ベクトル空間を区別する）．

（修正前）

定義 曲面M ⊂ E3 の径数表示 p : D → E3 をひとつ選ぶ. 一点 (a1, a2) ∈ D
に対し, pui

の点 (a1, a2)での値を pui
(a1, a2)と記す (i = 1, 2). pu1

(a1, a2)と

pu2
(a1, a2)で張られる平面

T(a1,a2)M = {a pu1
(a1, a2) + b pu2

(a1, a2) | a, b ∈ R}

をM の p(a1, a2)における接平面とよぶ（図 2.5）.

（修正後）

定義 曲面M ⊂ E3 の径数表示 p : D → E3 をひとつ選ぶ. 一点 (a1, a2) ∈ D
に対し, pui

の点 (a1, a2)での値を pui
(a1, a2)と記す（i = 1, 2）. pu1

(a1, a2)と

pu2
(a1, a2)で張られる平面

Π(a1,a2)M = {p(a1, a2) + a pu1
(a1, a2) + b pu2

(a1, a2) | a, b ∈ R}

をM の p(a1, a2)における接平面とよぶ（図 2.5）. また

T(a1,a2)M = {a pu1
(a1, a2) + b pu2

(a1, a2) | a, b ∈ R}

をM の p(a1, a2)における接ベクトル空間とよぶ.
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• p. 37: 注意 2.1.11: 第一基本形式は接平面 7−→第一基本形式は接ベクトル空間
• p. 39: 10行目: ∫∫

D
f(u1, u2)

√
g11g22 − (g12)2 du1 du2

を ∫∫
D
f(p(u1, u2))

√
g11g22 − (g12)2 du1 du2

に修正.

• p. 40: 3行目: 接平面 T(a1,a2)M 7−→ 接平面 Π(a1,a2)M

• p. 40: 5行目:

T (a1,a2)M = {v ∈ E3 | (v − p(a1, a2) | n(a1, a2) ) = 0}

を
Π(a1,a2)M = {v ∈ E3 | (v − p(a1, a2) | n(a1, a2) ) = 0}

に訂正.

• p. 42, 注意 2.2.4: 接平面 T(a1,a2)M 上の線型変換 7−→ 接ベクトル空間 T(a1,a2)M 上の線型

変換

• p. 43: 注意 2.2.7: 接平面を接ベクトル空間に訂正.

• p. 46: 7行目: u1 曲線を平行円, u2 曲線を子午線 7−→ u1 曲線を子午線, u2 曲線を平行円

• p. 51, 6行目:　文頭の接平面を削除.

• p. 51, 11行目: w が接平面 T(a1,a2)M 7−→w が接ベクトル空間 T(a1,a2)M

• p. 51, 下から 2行目: 接平面 T(a1,a2)M 7−→ 接ベクトル空間 T(a1,a2)M

• p. 53, 1行目: F = 0は接平面内の単位円 7−→ F = 0は T(a1,a2)M 内の単位円

• p. 59: 10行目: また臍点では曲率線座標系がとれないことがわかる 7−→ 臍点では曲率線が

定まらないことに注意.

• p. 63: 12行目: [24, p. 64] 7−→ [24, p. 71].

• p. 65: 7行目: 「(2.30)をフレネ方程式（Frenet equation）とよぶ」を加筆.

• p. 68: 1行目: −2f(g11h22+ g22h22− 2g12h12)を−2f(g11h22+ g22h11− 2g12h12)に訂正.

• p. 68: 1行目:　 8行目, 17行目:

−2

∫∫
U

fH dA 7−→ −2

∫
U

fH dA

• p. 70: 問 2.6.9:
∫∫

U
を

∫
U
に修正.

• p. 70: 問 2.6.9: 8行目 ∫∫
D
(p|n) dA 7−→

∫
D
(p|n) dA

と修正.

• p. 91: 15行目: [4, p. 110] 7−→ [4, p. 101]
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• p. 91: 18行目: iにおける S2 の接平面 7−→ iにおける S2 の接ベクトル空間
• p. 93: 最後の行に 「(3.1)を使って計算すると」を加筆.

• p. 102: 下から 5行目: iにおける S2 の接平面 7−→ iにおける S2 の接ベクトル空間
• p. 105, 命題 3.4.1:

(φ1)
2 + (φ2) + (φ3)

2 = 0 7−→ (φ1)
2 + (φ2)

2 + (φ3)
2 = 0

• p. 116, 脚注：小磯深雪を小磯深幸に訂正.

• p. 151: 1行目から 3行目を削除.

• p. 154: 10行目. 2ff ′ をかけてみると 7−→ 2f ′ をかけてみると

• p. 161: (8.4)及び p. 163 7行目の定義を次のように訂正

d(∗α1) + [α0 ∧ ∗α1] = 0.

• p. 162: 12行目:
[α′′

1 , [α
′
1, i] 7−→ [α′′

1 , [α
′
1, i] ]

• p. 165: 下から 5行目:「取り上げる」を削除.

• p. 166: 5行目: 定めよう.7−→ 定めよう（σ は p. 93で定義した線型変換）.

• p. 170, 9行目: すると (8.12)に沿う分解は 7−→ すると (8.12)に沿う分解は p. 93で定義し

た ιを使って

• p. 172, 式 (8.17):
λα′

1 + λ−1α′′
1 7−→ λα′

1 du+ λ−1α′′
1 dv

• p. 188: 脚注: 文献データを up-date する．preprint, arXiv:1210.7300v3. 　を Asian J.

Math. 20(2016), no. 3, 409–448. に差し替え.

• p. 193: 文献の追加：松浦望, · · · 日本応用数理学会論文誌のあとに
松浦望, 曲線と曲面の差分幾何, 応用数理 26(2016), no. 3, 17–24.

を挿入.

• 索引 p. 210: 接平面 37のあとに接ベクトル空間 37を追加.

• 索引に　フレネ方程式 65 82　を追加.

• 索引に　フレネ方程式 65 82　を追加.

• 索引: ワインガルテン曲面　に 75を追加.

追加修正（第 2刷用）

• p. 3：4行目から 7行目までを以下のように修正．

一方，(1.1)の解 F を用いると∫
C

U dx+ V dy =

∫
C

Fx dx+ Fy dy =

[
F (cos s, sin s)

]2π
0

= 0

となり矛盾する. したがって D 上で定義された (1.1)の解は存在しない. □
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• p. 46：例 2.2.18

p = (u1, u2) = (u1, u2, f(u1, u2)) 7−→ p(u1, u2) = (u1, u2, f(u1, u2))

II = fu1u1du
2
1+2fu1u2du1du2+fu2u2du

1
2 を II = (fu1u1du

2
1+2fu1u2du1du2+fu2u2du

1
2)/W

に訂正．

• p. 50：6行目：Γ k
ij(u1(s), u2(s))の前に

2∑
i,j=1

を挿入．

• p. 50：式 (2.14)：Γ k
ij(u1(s), u2(s))の前に

2∑
i,j=1

を挿入．

• p. 54：10行目：

R21 = R 2
212 − h21S21 + h11S22 7−→ R21 = R 2

112 − h21S21 + h11S22

• p. 72：11行目：2箇所で次の訂正：

H2

2
e−ω 7−→ H2

2
eω

• p. 122：例 5.1.2：

(sech u1, u1 − tanu1) 7−→ (sech u1, u1 − tanhu1)

• p. 139：4行目

g =

2∑
i,j=1

7−→ g =

n∑
i,j=1
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